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活動報告

➢ 令和5年11月から令和6年11月までの活動実績



① 重層的支援体制構築の推進に係る調査・研究

② 福祉人材等の確保に係る調査・研究

舞鶴市議会

福祉健康委員会 活動総括（令和５年11月～令和６年11月）

今期委員会の概要

今期の重点項目 重点項目を踏まえた対応

【委員名簿】

委 員 長 小 谷 繁 雄 公明党議員団

副委員長 小 杉 悦 子 日本共産党議員団

委 員 肝 付 隆 治 自民党鶴政クラブ議員団

委 員 高 橋 秀 策 会派に所属しない議員

委 員 田 畑 篤 子 新政クラブ議員団

委 員 廣 瀬 昇 市民クラブ舞鶴議員団

先進地視察

テーマ

重層的支援体制整備事業について

◆ 5月15日(水) 愛知県長久手市

◆ 5月16日(木) 愛知県東海市

◆ 5月17日(金) 東京都立川市

市内現地視察

◆ ２月14日(水)

城北地域包括支援センター
(生活支援コーディネーターの
活動について)

◆ ８月５日（月）
舞鶴市社会福祉協議会
（重層的支援体制の構築における
社会福祉協議会の役割・体制に
ついて）

今期の主な取組

◆ 計１１回の委員会を開催

◆ 議案審査のほか、委員会所管事項にかかる

協議等を実施

◆ 先進地・市内の調査視察を実施

勉強会

◆ １月12日(金)

生活支援相談課、福祉企画課、
舞鶴市社会福祉協議会
（舞鶴市版「重層的支援体制
整備事業」について）

市民と議会のわがまちトーク

◆ 令和６年４月21日（日）13時30分から

◆ テーマ

地域の福祉を支える人材確保について
～誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるために～

◆ 参加者

ＹＭＣＡ国際福祉専門学校・日星高等学校看護科の学生、
社会福祉協議会・地域包括支援センターの職員、
介護を経験された方、地域で福祉に関わっておられる方、
公募市民 等

【 議案の審査実績 】

◆ 委員会 計１０議案

（いずれも可決すべきもの）

◆ 予算決算分科会 計２５議案



舞鶴市議会

福祉健康委員会 活動総括（令和５年11月～令和６年11月）

委員会の調査研究を効果的に実施するため、重点事項を定め、
その事項に係る先進地や現地調査、市民意見の聴取等を踏まえて、
課題の抽出と、その解決のための議論を重ね、取りまとめた内容を、

政策提言書として10月31日（木）に市長に提出した。

政策提言

提言 重層的支援体制の構築に向けた人材確保と実施計画の策定

令和７年度に向け、支援者の負担を減らしながら、より効果的
な事業の展開ができるよう、地域をコーディネートしていく専門
的な人材や伴走支援を実現するための人材の確保に注力いただき、

社会福祉協議会を中心とした体制の構築をさらに進めていただく
こと、また、重層的支援体制の必要性や今後の取組などについて
分かりやすく示した実施計画を策定していただくことを提言

政策提言に向けた取組

➢ 生活支援相談課、福祉企画課及び舞鶴市社会福祉協議
会より、重層的支援体制整備事業に係る本市の取組につ

いて説明を受けるため、勉強会を開催

➢ 「持続可能な地域医療を考える会」の中間報告を行う

とともに、市内公的４病院長、舞鶴医師会長、京都府立

医科大学医療センター長が医療現場の現状や地域医療に

関する取組について協議する「地域医療シンポジウム」

に参加し、本市の医療の現状を把握するとともに今後の

在り方を検討

➢ 城北地域包括支援センターより、生活支援コーディネー

ターの活動について説明を受け、重層的支援における生

活支援コーディネーターの重要性を再認識

➢ 市民と議会のわがまちトークにて、「地域の中で活動

する福祉人材」を確保するための方策について、市民と

意見交換を実施

➢ 愛知県長久手市、愛知県東海市、東京都立川市の重層
的支援体制整備事業に関する先進的な取組を調査

➢ 舞鶴市社会福祉協議会より、重層的支援体制整備事業
における社会福祉協議会の役割・体制について説明を受

け、本市の重層的支援体制の在り方を検討

写真

次年への申し送り事項

次年における活動として、次に掲げる事項を考慮
されたい。

① 令和７年度に本格実施される重層的支援
体制の注視・検証

② 地域医療の現状把握と持続可能な医療提
供体制に向けた取組に関する調査


